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人口の高齢化は,今 日世界的な課題であるが,高齢化社会において高等教育機関が果たす機
能と役割は如何 にあるべ きであろうか。
アメリカにおいては,1980年代から継続教育 ・生涯教育に対 して,い くつかの高等教育機i関
がその充実 と普及に力を注いできた。 しかしながら長 く高齢者は学習者 として無視 され忘れら
れていた。高等教育機関が高齢者に目を向けるのは,1900年代後半に待たなければならない。
しかし,近年アメリカの高等教育機関が高齢者に提供するプログラムは目覚 しい充実と発展を
見せている。以下アメリカの高等教育機関における高齢者教育の機会 とそのプログラム内容を
検討するとともに社会におけるその機能 と役割を考究 してみたい。
1.高 等教育機 関が高齢者 に提供 する学 習機会及 びプログラム内容
アメリカにおいて,高等教育機関が高齢者に提供する学習機会として全国的な広が りをみせて
いるのは次の四つのプログラムである。正規課程の授業に高齢者を授業料減免の上参加 させる
高齢者授業料減免正規課程授業参加プログラム,継続教育学部の無単位プログラム,大学施設
を利用 した高齢者の為の大学センターにおけるプログラム及びエルダーホステルプログラムで
ある。これらの学習機会の提供は州により異なり,また各高等機関によっても一様でない。プロ
グラム内容 もそれぞれ特色をもち,高齢化社会の高齢者のニーズに応えた展開をみせている。
高齢者授業料減免正規課程授業参加 プログラム
高等教育機 関が その教育内容 をその まま高齢者 に提供す るとい う特徴 を持 ち,世 代間交流が
最 も顕著 にみ られるのが,高 齢 者授業料減免正規課程授業参加 プロ グラムである。教育機 関 に
よって名称が異 な り,プ ログラム60(Program60),ゴール ドカー ド(GoldCard)又は プロ
ジェク トス ィクステ ィ(ProjectSixty)等と呼ばれている。
ロ ング とロ ッシ ング(HueyLongsandBoydRossing)は「ア メ リカのほ とん ど全 ての州
の
において高齢者 の為 の授業料減 免に よる正規授業参加が な されている。」 と述べてい るが,そ
の内訳 は表1,表2に み られる ように,1978年においてすでに州法 に よって制定 してい る州が
19州,教育委員会の方針 として実施 している州が8州 であ り,そ の他 の州 では学校単位で行 わ
れている。1972年のN:A.R.E.E.(TheNationalAssociationofRetiredFederalEmployees)/
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ProvisionsofLegislativeorConstitutionalActs
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California1975
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Hawaii1974
Kentucky1976
Louisiana1975
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65
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dYes
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No
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Yes
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No
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YesFull
YesFull
YesFull
YesFull
YesFull
YesFull
Yes$2/credithr.
YesFull
AuditOnlyFull
YesFull
AuditOnlyFull
YesFull
YesFull
fYesSpecialFee
AuditOnlyFull
YesSpecialFee
YesFull
YesgPartial
aAmendedin1977.
bTwo-yearpilotprojectattwostateuniversitiesonly.
cDateoflegislationnotavailableforConnecticut.
dConnecticut‐Firstcome,firstservedifacceptedindegreeprogram.
eGeorgia‐Constitutionalamendment.
fTennessee‐Age60tuitionwaiverforauditcourses.
gWashington‐Someinstitutionshavefullwaiver,somehavepartialwaiver.
Souce:Long,llueyB.&Rossing,BoydE."TutionWaiversforOlderAmericans"
Lifelonglearning:TheAdultYears2,(June,1978).
の大会において,こ の制度の法制化推進が決議されて後,高齢者の為の授業料減免制度確立の
為の運動が全国的に展開された。その努力は早期に結実 し,1974年には10州において,さ らに
1975年には9州,1976年には5州,1977年には1州 において新たに州法又は州の方針 として実
施 されるに致った。すなわち1974年から1976年の2年間で全米の半数の州において取 り入れら
れることとなった。
ほとんどが席の余裕分のみ高齢者を受け入れるというものであるが,高齢者の受講希望が多
く対応 しきれない状態も報告 されている。授業料は,ほ とんどの州が無料 としているが,ヴ ァ
ージニア州にみられるように年収の上限を5,000ドルに定めているところもある。単位 も取得
希望者に対 しては道が開かれている・が,こ の場合は宿題や試験 も他の正規課程学生と同様に受
けなければならない。またワシントン州のように一度に取得できる単位の数を制限していると
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TABLE2
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SeniorCitizensTuitionWaivers
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Idaho1974
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No
No
No
No
No
Yes
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Yes
Yes
No
Yes
Yes
Yes
No
No
Yes$5/course
YesFull
YesFull
AuditOnlyFull
AuditOnlyFull
Yes1/4Tuition
YesFull
AuditOnlyFull
aNevada‐Dateofpolicynotavailable
Source:Long,llueyB.&Rossing,BoydE."TuitionWaiversforOlderAmericans"
LifelongLearning:TheAdultYears2,(June,1978).
ころもある。各州または各教育機関において様々な展開をみせているが,通常高齢者は,単位
取得を目的とせず,よ って宿題 ・試験 も免除され,学習の喜びを享受している。
オハイオ州立大学においては,1973年「プログラム65」という名のもとに65才以上の高齢者
に大学の正規課程の授業を,無料 ・無単位 ・席の余裕分のみという条件で開放 し,最初の学期
は64名の高齢者を受け入れた。1975年州議i会において高齢者授業料減免に関する法案が可決さ
れ,年齢 を60才に引 き下げた上,州 立の総ての高等教育機関で実施されるに致 った。1987年に
は,「プログラム60」において1年間で延べ800人以上の参加者をもち,学習希望者は増加の一
途を辿っている。
プログラム実施を担当している同校継続教育学部は,1988年度プログラム60実践から高齢者
の学習課 目に関して以下のような指摘 をしている。
高齢者が好む科 目は語学,歴 史の他,国 際問題,政 治学 と世界の動きに対する興味と関心を
満たすものである。個別的には過去の専門分野に関する科 目をとる傾向があるが,過去におけ
る学位取得の為の学習に比 して,授 業内容 を余裕 をもって楽 しんでいる。また大学側 としては,
体育実技でさえも学生健康センターで健康診断を受け参加可能 とみとめられた高齢者に開放 し
ている。授業科 目は多 く高齢者に開かれているのだが,コ ンピューターサイエンスに代表 され
る小人数指導が求められる科目にあっては,正規課程の学生で定員が満たされ,高齢者の希望
に応えられないのが現状である。また授業や若者 との関係については次のような評価がなされ
ている。高齢者のもつ授業に対する熱意は教師と学生の両方に良い影響を与える。その上歴史
の中での体験 を語り,自己の専門分野に関しては学生に指導する等授業全体への貢献が大きい。
教師は授業をよく理解する高齢学生を歓迎し,若い学生 も高齢者 と親 しくなり,両世代は互い
の
に理解 を深めてい る。
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実施に関して特記すべきは,高齢者達の積極的な活動姿勢である。受講経験者達は新入生に
対 し受講手続 き及び科目選択に関するカウンセリングを行い,プ ログラム実施が円滑かつ効果
的に行われるよう協力を惜 しまない。 さらに,プ ログラム60アソシエイション(Program60
Association)を結成 し,年会費を集めて運営を行っている。社交の場としての機能は もとよ
り,講演,見 学旅行等の教育的機能も果た している。「退職及び配偶者 ・友人の死により生活
の
の激変を余儀なくされた高齢者達の新 しい仲間作 りの場」として高 く評価 されている。高齢者
の新 しい社会が大学を中心として形成 されているのである。また高齢者達はボランティア組織
を結成 し,彼 らに出来得る大学の仕事を手伝っている。
継続教育学部無単位プログラム
アメリカにおいて,大 学開放の発展を如実に表わしているのが継続教育学部又は継続教育に
関する種々の仕事をする部局の存在である。これら継続教育担当部局においては,成人に対す
る個別入学審査,学 位取得を目的とした学習の援助等,継 続教育に関する様々な活動を行って
いる。その一つとして,地域の人達に対 して,無単位で種々の科目を提供 し,地域のニーズに
応えている継続教育学部無単位プログラムが挙げられる。
無単位の学習は広 く地域の人達 を対象 として,1週1回,1回2時 間,約8回 を1科 目の期
間として,1時 間につき約5ド ルの授業料で数多 くの科目を提供している。このプログラムが
提供する科 目は,語学,歴 史から芸術 ・クラフ ト・各種専門技術及び健康に関するものと幅広
い。成人一般を対象としてお り年齢制限はないわけであるから,高齢者は各自興味のある科 目
を選択することができる。
当初は高齢者を対象とする科 目作 りはされておらず,高 齢者は一般成人の一人として学んで
の
いた。筆者の 「継続教育学部無単位プログラムの研究」における年齢学歴別取得科 目調査の結
果,1975年から1977年の間,イ ンディアナ大学継続教育学部提供の無単位プログラムにおいて
は,高齢者の必要とする学習に焦点をしぼり高齢者のみを対象としたクラスは作 られていなか
った。それが出現するのは1980年に入ってからであ り,インディアナ大学においては1980年以
後65才以上の高齢者に対 して授業料減額制度が採用され,退 職者センターとの提供 も加え,高
齢者の為の特別プログラムの充実と普及に力を入れている。
サイファー トとボッグズ(FrederickR.SyphertandDavidL.Boggs)は,1981年に正規
課程に高齢者を授業料減免の上参加 させている高等教育機i関1200を調査 した結果,そ の うち
800までが,高齢者 を対象としたプログラムを実施 しているという報告 をしている。高齢者の
為のプログラム内容は,余暇の充実を目的としたものが多 く,「ロシア文学」「フォトグラフィ
ー」「自伝の書き方」等がみられる。高齢期の課題を扱ったものとしては 「退職に備えて」「運
の
動 と食 事60才か らのライ フス タイル」等 が挙げ られ ている。 また,ア メ リカ成人教育協 会が
1970年後半 に行 った調査 においては,コ ミュニテ ィーカレ ッジ359校の72%,大学350校の55%
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が,調査時より数 えての12ケ月内において高齢者を対象としたプログラムの実施を開始 したと
報告 してい譽。高齢者のニーズに応えた特別プログラムが提供され始めるのは1970年代であり,
70年代を通して量的拡大 と質的向上を遂げていったといえる。
高齢者の為の大学セ ンターにおけるプログラム
大学 の施設やその人材 を活用 し,高 齢者が 自ら高 齢者の為 の特別 プログラム を作 り出 したの
が高齢者 の為 の大 学セ ンターCollegeCentersf6rOlderLearners(CCOIs)であ る。 ア メ
リカの有力 な高齢者 団体で ある アメ リカ退職者連 盟 ・American'AssociationofRetiredPer-
,。n,(AAR51は1963年に,高 齢者 に対 して学 習機 会が 開かれてレ・ない当時 の状況 を打破 し,
高齢者教育 を推進す る為,生 涯学習協会(lnstituteofLifetimeLeaming)を設立'した。生 涯
学習協会 はその後,高 等教 育機 関 を利用 した学習セ ンターを精 力的に作 り,高 齢者のニ ーズを
満たすプログラムの提供 を全国的に展 開 して きた。 その成功 によ り,現 在で は高等教育機関が
独 自の高齢者 の為 の学 習モ ンターを設立す るに致 ってい る。 これ らのセ ンターの名称 は教育機
関 によって異 な り,EmさritusCollege,SeniorScholars,AssociationforRetiredProfession-
alsまた,InstituteforLearninginRetirement等と呼 ばれ ている。『ここで は統一 し,College
CehtersforOlderLearri駻s(CCOLs)を使用す る。
CCOLsは高齢者 のあ らゆる教育 的なニーズに応 え,高 齢者 の新 しい能力の 開発並 びに興味
の追求 を援助 する ことを 目的 と してい る。高齢者が それぞれの地域 において教育者,指 導者,
カウンセ ラー1ボ ランテ ィ'アとして,貢 献す ることを勇気づ ける活動 を し,更 に第二の職業 開
の
発 も援助すると宣言 している。通常1コ ースは1週1回3～4ケ 月を1単位期間とし;特別な
寄附による財涼のあるセンターを除いて,維持 に必要な授業料を参加者から徴収している。
プログラムの内容は,大学教育の水準を保 った学術的なものからクラフト・絵画等趣味的な
もの,また退職計画及び高齢者体操等ライフステージを考慮 したものと多種である。学習形態
もセミナー,グループディスカッション,講義と多岐に渡る。
生涯学習協会はプログラム内容により学習センターを以下のように分類 している。
(1)学術的なプログラムを中心 としている学術型学習センター,(2)実技や実際に役立つプログラ
ムの提供を中心とする実用型学習センター,(3×1)と(2)を組み合わせたコンビネ凵ション型学習
センターである。
学術型学習センターにおいては 「中国史」「文化 と音楽」「経済学」「核凍結」等の学習科目
があり,学術的探究を主としている。 しか しながら,広範囲にわたる高齢学習者の要求を満た
す為,技 術の向上を目指す科 目すなわち 「写真技術」「創作法」「弁論術」等 もある。また映画,
音楽鑑賞∫討論会も催される。学習者の学歴は70～80パーセントが大学教育を既に受けた高学
歴者であり,20～30パーセントが高等学校卒業者であると報告 されている。
実用型学習センターにおける学習には 「退職準備」「健康 と運動」「新 しくビジネスを始める
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為に」「専門技術 を伸ばそう」「不動産の知識」「財産運用」「自動車の修理」「電気製品の修理」
等がある。この他,料 理 ・絵画 ・クラフ ト・歴史 ・文学のコースも提供 されている。、これらの
プログラムは,大学学習センターにおいてのみでなく,地域の教育 ・福祉機関と提携 して提供
される場合 もあ るρ学習者の学歴は学術型学習セ ンターに比 して広範にわたり,厂高学歴者から
の
義務教育を充分に受けていない人々にまで致る。
1985年におけるこれら三タイプの学習センターの割合は,学術型学習センターが29(35%),
実用型学習センターが20(24%),コンビネーション型学習セ ンタ夙が23(28%),その他分類不
可能なもの11(13%)と学術型プログラムの提供が一番多い。高等教育機関を利用することから
三つのタイプの割合が上記のようになっていると考えられるが,高齢者のニーズの研究と併せ
て,今後プログラム内容の検討が進められてい くもの≧考えられる。
CCOL・において高齢者は,自 分の専門から離れ過去にできなかった学習を好むと報告され
ている。これは,プ ログラム60を主催するオハイオ州立大学の自分の専門にかかわる科目をと
るという報告 と相反 している。今後の高齢者の学習傾向の研究にその解明が待たれる。
CCOLsの学習においては美術館 ・図書館等大学の総ての施設を正規課程の学生と同様に利
用することができる。このようにキャンパスライフを楽しめることは,高齢者に対 して学習内
容と同様大 きな影響を与えると考えられる。,,
なお学習センターによっては独自のプログラム開設をせず,高 齢者授業料減免正規授業参加
プログラムを利用 している場合や,継続教育学部の無単位プログラムを緯額で受講する場合と,
上述の二つのプログラム.と重複するところが多い。従ってCCOLsは上記二つのプログラムを
含めた高等教育機関における高齢者教育プログラムの総称として使われることもある。
エルダーホステルプログラム
上記の高等教育機関を利用 した高齢者の学習機会は,地域への開故 という点で共通している。
さらに他地域への旅行及び宿泊 という要素を加味しゴその特性により近年学習者が増加の一途
を辿っているのがエルダーホステルプログラム(ElderhostelProgram)である。.このプログ
ラムは 「探究心を持ち続け,,知的刺激を得,人生 を豊かにする高齢者の為の教育プログラ叉」
と定義され,'ヨー ロッパのユースホステル及びスカンジナビァのフォークスク憎ルを模 して作
り上げられた。通常 日曜の午後から土曜の朝 までの一週間を単位期間とし,毎 日三科 目の授業
の提供がある。1科 目は1時間から1時間30分であり,最低一科目の授業に出席することが要
求されている。総ての科目において予備知識は要求されず宿題及び試験 も課せ られることはな
い。学習者は大学宿舎に宿泊 し,食事も大学及び大学寄宿舎に附属する施設で とる。費用はア
メリカ国内では1週 間約225ドルである。参加資格者は60才以上の高齢者及び配偶者,または60
才以上の高齢者と共にであれば50才以上の者 となっている。1975年に設立され,5つ の高等教
育機関がプログラムを提供 し,200人の参加者から始まっ、た。その鋒急速な進歩 を遂}尤1981
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年 には406高等教育機関 において参加者21,000人,1987年には1,000を越 える高等教育機関 にお
いて参加 者140,000人以上 と一途 な増加 を示 している。 また,ア メリカ国内50州はもとよ り35
の
の国々においてプログラムが提供されてきたと報告されている。エルダーホステル本部はボス
トン(Boston)にあ り全国的ネットワークの中心 となっているが,各 大学においては継続教
育学部及び継続教育に関する部局が担当 している。アメリカ全土及び海外におけるプログラム
を掲載したカタログが全国に配布され,ア ラスカ大学においては"ア ラスカの自然一冒険への
いざない"ハ ワイ大学においては"ポ リネシアの音楽 とダンス"と各地 ・各大学の特色 を生か
したプログラム内容から自由に選択で きる。各地で一週間つつ学習する等,在 宅地域における
学習からアメリカ全土及び海外へ と行動範囲を拡大できるのが特徴である。1988年秋冬プログ
ラム(9月18日～1月29日)においては,全米で1,066週間,3,198科目,カナダで111週333科
目,その他16ケ国において授業が提供 された。授業科目は考古学 ・政治学 ・自然科学等,高 等
教育機関で学び得る科目総てのを網羅 し,さ らに,実際に演 じる演劇活動 ・写真技術 ・クラフ
ト,退職者生活を考えるもの等広範囲に及ぶ。学習形態 も講義 ・討論 ・実習 ・見学旅行等多岐
に渡る。インディアナ州18高等教育機関における春学期5月,6月,7月3ケ 月間の授業科 目
においては,「考古学 と中近東」「アメリカの教会の歴史」また 「宇宙の起源」等学術及び芸術
活動にみられるように学習時の行為そのものが楽 しみを増す為の学習であるといわれる表現型
活動が72科目中63科目と87.5%を占めていた。残 り9科 目12.5%が手段型活動すなわち学習時
の行為そのものが目的ではなく老年期に起こる問題 を解決,改 善する能力を養うなど,その後
で成果 を得ようとするものであった。手段型の科 目名としては 「退職者の生 き方を考える」
「積極的な生 き方 をしよう」「相場で小さな幸運を得る為に」等がみられる。高等教育機関で
の学習であ り,かつ授業担当者の多くが高等教育機関の教員であるということが,学 術的な表
現型活動が圧倒的に多いという上記の結果を導いたと思われる。
この他,全 国的に見られる学習機会ではないが,各教育機関ごとに独 自の活動が展開されて
いる。一例 として先駆的実践を成 し遂げたケンタッキー大学(UniversityofKentucky)ハー
マン ・エル ・ドノバン高齢者奨学金制度(HeimenL.DonovanSeniorCitizensFellowship)
が挙げられる。ケ ンタッキー大学では既に1962年に加齢に関する協議会を設立 し,次の四つ,
すなわち1.高 齢者の知的欲求の追求に資する為,2.高 齢者の為の施設の従業員に対する教
育 ・訓練の為,3.地 域社会の高齢者サービスの援助の為,4.全 学あげての老年学研究を促
進する為の活動が始め られた。その一環として ドノバ ン奨学金は,大学及び大学院での研究を
希望する65才以上の高齢者を対象に設けられた。この奨学金は学位取得を目的とする者に与え
られるという特徴 をもつ。高齢者がこれまで社会に対 して行った貢献に対する謝意 として,奨
学金を与え学費が免除されるのである。1964年からの実施後,3年 間です ぐさま332人の高齢
ユの
者が恩恵を受けている。外国の高齢者に対 しても門戸 を開いているのも特記すべきことである。
以上の他,高 等教育機関が高齢者に提供する学習機会としては,大学図書館,美 術館等の施
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設の開放及び講演会,ま た通信教育等,家 庭で出来る学習の提供 も加えることができる。
表一3高等教育機関における高齢者の為の学習プログラム
年 齢 学 習 内 容 学習期間 授 業 料 単位取得 特 徴
高齢者授業料
減免正規課程
授業参加
プログラム
60～65才以上 正規課程の授業 1学期間
3～4ケ月
無料又は
正規授業料
を減額
可
又は
不 可
正規課程授業
に参加
継続教育学部
無単位
プログラム
成 人
60～65才以上
成 人一般:文 学 ・芸術 ・実
用 と幅広 い
高齢者用:余 暇 の充実 ・高
1週1回
約8回
1時間約5
ドル又は,
通常の授業
不 可
幅広いプログ
ラム内容
他の成人と学
齢者の課題を扱ったもの 料を減額 習
学術型 無 料 高齢者自らの
高齢者 の
大学 センター
プ ログラム
60～65才以上
又は
退職者
実用型
組み合わせ型
3～4ヶ 月
週1回
1時間約5
ドル 又は,
通 常の授業
不 可
手で創設
上記の二つの
プ ログラム を
〈学術型が実用型を上回る〉 料を減額 含み多種
60才以上 と 学術から実用と幅広い
エル ダー 配偶者 他地域への旅
ホステル
プ ログラム
60才以上 と
50才以上の
〈表現(学 術)型 が手段(実
用)型 を上回 る〉
1週間
毎 日
1週間
約225ドル
不 可 行
宿 泊
同伴者
2.高 等教育機 関を利用す る高齢者
アメリカの高等教育機関は高齢者のみならず地域の成人に大学開放を行っている。継続教育
学部無単位プログラムはすべての成人に提供 されるプログラムであるが,成 人の参加者の多く
はすでに高等教育を受けている。筆者はインディアナ大学継続教育学部無単位プログラムにお
ける1975年秋学期から1977年秋学期までの成人学習者1498名に対する調査を行った。学歴調査
においては高等学校卒業以下の学歴の学習者は213名(14%),大学中退288名(19%),短期大学
卒業36名(2%),四年生大学卒業418名(28%),大学院修了534名(36%)と全体の85%がすでに
ゆ
高等 教 育 機 関 で学 んだ経 験 が あ る とい う顕 著 な結 果 を得 た。 ま たブ ラ ウ ン大 学(Brown
University)におけるCCOLsは 参加者 の90%が大学卒業者であ るとい う報告 を してい14)i。
前述 の オハ イオ州立大学 プログラム60における継続教 育学部 の調査及 びCOOLsの 学術 プロ
グラムに関す る生涯学習協会の報告 に もみ られるご とく,こ れ らのプログラムにおいて も多 く
の学習者 は最終学歴が大学卒 とい う高学歴者 である。
表4に み られ るように既に1988年の65才人 口のうち50.8%が高等学校 を卒業 してい る。 この
ように,高 齢者全体の学歴が高 くなってい ることか ら,今 後増々高齢者 が高等教育機 関 を利用
す る可能性が高 まってい るといえる。
フーパ ー とマ ーチ(J.D.HooperandG.B.March)はウィス コンシン大学 における学習 プ
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ログラムの参加高齢者62才以上,139人を対象とした調査から,興味深い結果をみい出してい
る。高齢者139人中129人,すなわち92.8%の高齢者が,青年時代に大学で学んだ経験又は,本
人以外の非意に身近な人(配偶者 ・両親 ・兄弟姉妹 ・子供 ・孫等)が 大学で学んだまたは学ん
でいる等大学 となんらかの繋が りをもっていた。調査対象となった高齢者のうちの46人(33%)
までが両親又はそのどちらかが大学 を卒業 しているという報告 もされている。彼らは,この調
査結果を高齢者の 「安全感」と結びつけている。すなわち,高齢者は,大学及び大学における
講義 を自己の体験又は近身者の体験を通して知っていることにより,授業は 「安全」であると
いう確信 をもち得ると考えられるというのである。更に高等教育機関で学習する高齢者群 とそ
の体験 をもたない高齢者群 との比較において顕著な差を表わしたのが配偶者の存在であった。
否学習者群に比べて学習者群は高い結婚率を示したことから,フーパとマーチは,親密な人間
ゆ
関係が高齢者においては自尊心及びリスクテーキングに与える影響の強さを指摘 している。 こ
の他,高 等教育機関における高齢学習者の調査報告として1970年後半にアメリカ成人教育学会
は,学 習者 は中又 は高所儲 で あるこ と窰又,成 人教骸 ノウル トン(M・・ti・P.K・・wlt・n)
は 「エルダーホステル参加者は,そ の同年齢の人達の中で平均以上の収入を得ている人達であ
り,平均以上の行動力をもち平均以上の教育を受けた人達であると言えるだろう『。」と述べて
い碧。
高等教育機関は高学歴者や中及び高所得者のみならず,あ らゆる高齢者に開放されることが
望ましい。その為の努力はなされて しかるべ きである。また,高学歴化に代表される高齢者自
体の変化 を考えれば,高等教育機関で学ぶ高齢者の数は今後ますます増加するものと思われる。
TABLE4
PercentageofSeventeenYearOldsWhoHadFinishedHighSchool
byTenYearPeriods,1890-1940.
GraduatedbyYearofBirthAgein1965(1985)
:'1
1900
1910
1920
1930
1940
1873
..
1893
1903
1913
1923
92
82
72(92)
62(82)
52(72)
42(62)
%
3.5
6.4
8.8
16.8
29.0
50.8
Increase
..
37.5
90.9
72.6
75.2
Source:U.S.BureauoftheCensus,HistoricalStatisticsoftheUnitedStates,ColonialTimesto1957,
Washington,D.C.,1960,Series11223-233.
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TABLE5
ACTUALANDPROJECTED
GROWTHOFTHEOLDERPOPULATION
1900-2050
[Numbersinthousands]
Total55to64yrs.65to74yrs.75to84yrs.85yrs.&over65yrs.&over
Yearpop.
allagesNumberPercentNumberPercentNumberPercentNumberPercentNumberPercent
1900・・・…
1910・・・…
1920・・・…
1930・・・…
1940・・・…
1950・・・…
1960・・・…
1970・・・…
1980・・・…
1990・・・…
2000・・・…
2010・・・…
2020・・・…
2030・・・…
2040・・・…
2050・・…
76,303
91,972
105,711
122,775
131,669
150,697
179,323
203,302
226,505
249,731
267,990
283,141
296,339
304,339
307,952
308,856
4,009
5,054
6,532
8,397
10,572
13,295
15,572
18,608
21,700
21,090
23,779
34,828
40,243
33,965
34,664
37,276
5.3
5.5
6.2
6.8
8.0
8.8
8.7
9.2
9.6
8.4
8.9
12.3
13.6
11.2
11.3
12.1
2,1892.9
2,7933.0
3,4643.3
4,7213.8
6,3754.8
8,4155.6
10,9976.1
12,4476.1
15,5786.9
18,0547.2
17,6936.6
20,2797.2
29,76910.0
34,41611.3
29,1689.5
30,0229.7
772
989
1,259
1,641
2.278
3,278
4,633
6,124
7,727
10,284
12,207
12,172_
14,280
21,128
24,529
20,976
1.0123
1.1167
1.2210
1.3272
1.7365
2.2577
2.6929
3.01,409
3.42,240
4.13,461
4.65,136
4.36,818
4.87,337
6.98,801
8.012,946
6.816,063
0.2
0.2
0:2
0.2
0.3
0.4
0.5
0.7
1.0
1.4
1.9
2.4
2.5
2.9
4.2
5.2
3,0844.0
3,9504.3
4,9334.7
6,6345.4
9,0196.8
12,2708.1
16,5609.2
19;9809.8
25,54411.3
31,79912.7
35,03613.1
39,26913.9
51,38617.3
64,34521.1
66,64321.6
67,06121.7
SOURCE:U.S.BureauoftheCensus,DecennialCensusesofPopulation,1900-1980andProjectionsofthe
PopulationoftheUnitedStates:1982to2050(AdvanceReport).CurrentPopulati°nRep°rts,
SeriesP-25,No.922,0ctober1982.Projectionsaremiddleseries.
TABLE6
StationofAgeGroup1980
OldAmericans
65yrs.&over25,549,427
62yrs.&over31,402,347
TotalPopulationofU.S.A.
YoungAmericans
20-24yrs.
15-19yrs.
10-14yrs.
226,545,805
21,318,704
21,168,124
18,242,129
Source:U.S.DepartmentofCommerce,1980CensusofPopulation;voll.Chalactericofthe
Population;Chapter,B.GeneralPopulationCharacteristics.May1983.
3.高 齢 者 教 育 を促 進 させ る要 因1
1960年代 か ら始 まった高等教 育機 関の高齢者教育 は1970年代 を通 して大 きな発展 を遂 げて き
た。この発展の要因 と して,まず最初 に挙げ られ るのは老齢 人口の増加であ る。表5に み られ る
ように65才以上老齢 人口は増加 の一途 を辿 り,そ の総人 口に占める割合 は1960年9.2%,1970
年9.8%,1980年11.3%とな り1990年は12.7%を占め ようとして いる。
さらにその他 の要 因 として高齢者は数の上 か らだけで はな く,質 の上で も大 き く変化 を遂 げ
てい るこ とが挙げ られ る。ニ ューガー トン(Bernice,L.Newgerton)は,すで に1974年,ア
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メ リカの老 人を大 きく二つ に分け,54歳か ら74歳までの老人 をヤ ングオール ド(young‐old),
75歳以上 の老 人 をオール ド ・オール ド(old‐old)と名付 け,老 人の質の変化 に注 目 して いる。
老人 に対す るみ じめなイメージ,即 ち老 人は健康状態が悪 く,貧 しく,弱 く,孤 立 してい る と
い うイメージは,75才以上のオール ド・オール ドか ら得 られた ものであ って,ヤ ングオール ド
の実態 には当て はまらない と指摘 している。 ヤ ングオール ドは,健 康状態,経 済状態が良 く,
教育程度 も高い。 さらに,彼 らは政治へ の参加 も積極的で,社 会 に対 して も大 きい影響力 を も
ってい る。老人 とい う一呼称 で,高 齢者 を一 まとめ に し,そ の実態 を見誤 るこ との危険性 を指
摘 してい る。 またニ ューガー トンは,元 気で精力的でその上 充分 な教育 を受 けてい る高齢者 は,
彼 らの人生 を充実 させ る為 に も,地 域社会の為 にも,今 までにない新 しい形での学習 と活動の
ゆ
場を必要 としていくだろうと述べている。
高齢者の能力に対する評価が近年の数多 くの高齢者研究の成果によって是正されてきたこと
も見逃せない。オーバーリーダー(MurrielOberleder)は知能テス トの結果か ら 「高齢者の
知的機能の低下は,ご くわずかであ り,多 くの能力たとえば,言語能力 ・常識的な能力 ・継続
ゆ
して使用 している特技などに,年齢に伴 う増加がみられる」 と報告 している。さらに,ス カイ
エ(WarnerK.Schaie)と共同研究者による20年以上の研究によって 「速い反応 を求めない
機能または,反応時間が遅 くなることによって影響を受けることの少ない機能においては,加
ゆ
齢による知能の低下は極めて少ない。」 ということが明らかにされた。このように高齢者の能
力の評価は多 くの研究にうらうちされることにより高まりをみせている。アメリカにおける高
齢者教育の発展理由の一つ として,成 人教育家ピーターソン(JamesA.Peterson)は,近年
の多くの研究から加齢による知的能力の低下はないと証明されたことを挙げ,「高齢者の知的
ゆ
発達並びに社会的貢献が不可能であるという神話は,完全に崩壊 した。」と言い切 っている。
これら高齢者自体に関わる要因の他,社 会的要請 としての技術革新,更 に両者にかかわる第
二,第 三の職業従事の為という要因も加わり,高齢者の教育の必要性は高まるばかりである。
特に高学歴化及び高度な知識 ・技術の獲得の必要性から,高等教育機関への期待は一層高まる
ものと考えられる。
4.高 等教 育機関 と高齢者
高等教育機関は高齢者に対 して,また高齢者は高等教育機関に対 して如何なる利益を与え如何
なる影響 を及ぼしているのであろうか。両者の関係を明らかにし,高等教育機関で高齢者が学
ぶことの意義を考えたい。
高等教育機関は高齢者の学習ニーズに応えて種々の学習プログラムを提供 している。それら
は,以下の五つの目的をもった学習とみなされる。すなわち高齢者が技術革新に遅れをとらな
い為の知識や技能の補充,退 職への準備及び第二第三の仕事に就 く為の学習,自 己の成長成熟
の為の学習,余 暇を充実させる為の学習,生 きがいのある豊な生活を得る為の学習である。こ
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れらの学習の提供が高齢者と社会に及ぼす影響は大 きく,今後高齢者側の要求の拡大に伴って,
高等教育機関の高齢者への教育の提供はより多く,よ り当然 とみなされる形になっていくであ
ろう。
高齢者は学習機会を得ることによりそれぞれの目的を達するという第一の利点に加えて,若
い学生と共に学び得る機会を得 ることから,世代間交流の成果 という第二の利益 も獲得されて
いる。
オハイオ州立大学のプログラム60においても,高齢者は大学内の学生と接することにより,自
分の子供 ・孫を始めとする身近にいる若い人達とも,良い関係を結べるようになっていくとい
ゆ
う報告がなされている。サイファー トとボ ッグズは高齢者に教育を提供する高等教育機関の多
くの報告から,高齢者は若者と学ぶことにより自尊心をより確かなものとし,自己の価値を再
　ヨラ
確認 し,社会参加 も活発になると述べている。さらにマクロスキー(HowardY,McClusky)
は高齢者が得る利点に関して次の四つを挙げている。第一に高齢者は若者の影響を受けて,現
実主義的な考えから若い頃のように少 し理想主義的にものを考えられるようになる。第二に遠
ざかっていた知的発見の感動を再び味うことにより,知的好奇心が旺盛になる。第三に若者 と同
じように将来に関 して新たな興味 と意欲をもつようになる。第四に社会の変化を若者を通 して
ゆ
知るようになる。すなわち,高齢者が若い世代と混り会 うことは,多 くの経験を積んだ人生を
将来に向けて活性化 させ,過 去にではなく現在に生きるという生 き方を導 き出すことになる。
教育機関が高齢者から得るものも少なくない。若い学生が得る利点 として次のような報告が
数多 くなされている。第一に経験豊富な高齢者達は,若者が書物や講義を通 して学んだ事が現
実世界 といかなる関係 をもっているかを明確にするのを手助けしてくれる。第二に高齢者各 自
が持っている専門の技術や知識を提供 してくれる。第三に現実の歴史を生 きる中で多くの体験
をした者 として,そ の時々の有様を語ってくれると同時に,将来についてもその知見をもって
洞察 し,有益な考えを提供 してくれる。第四に若者に人の一生 または加齢の過程を理解 させ,
自分が今,人 生のどの段階に位置しているかを認識させて くれる等である。この他,両 世代が
互いに他世代への偏見をな くし,好感を持ち合うという世代間の相互理解が多 くみられている。
プログラム60においては 「高齢学習者は若者から,学習グループのメンバーとして加わってくれ
　の
るよう依頼 され,学期が終わってもその後交際が続 くのが一般的である。」と報告されている。
高齢者はまた教師に対 しても影響を与えている。サイファー トとボッグズは多 くの報告から
学習意欲に富み,自 ら進んで学ぼうとする高齢者は,教師の研究及び教育に対する挑戦であ り,
　の
教師 を変 えるとい う効果 をもっていると指摘 している。スピネッタとヒッキー(JohnJ.
SpinettaandTomHickey)もまた,高齢学習者は,教師が一方的に若い学生に知識を伝授 し,
学生は受 け身であるという教授学習形態を一新すると述べている。「賢明で経験豊富」な高齢
者からの質問は,教師に授業内容をより明確により意義あるものとさせる効果 をもつ。学習が
教師と学生の相互交流によってなりたつことの立証は,成熟 した高齢学習者の参加によっての
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の
み可能 となると断言 している。 ・
更に大学自体 も,表6に みられる若年齢層の減少に対処する為,成 人及び高齢学生 を必要 と
している。実際すでにみられているアメリカの大学の成人に対する積極的な大学開放措置は市
民の為の大学 という理念は勿論のことながら,その財政確保 も一因であるとみられる。グリッ
クマン ・ハーシィー ・ゴールデンバーグ(Glickman,且erseyandGoldenberg)はコミュニテ
ィーカレッジの将来 を考える著者の中で,「高齢者はその持てる時間を有意義に使 うことを望
んでいる。それに対 し,コ ミュニティーカレッジは,広 く全ての人々に教育を提供せんとする
基本精神及び進取的精神を持ち,十分な設備 をそなえ,創設理念と財政的理由に基づいて高齢
　み
者に対そうとしている。」と述べている。高等教育機関は若年齢層の減少への対処 として成人
及び高齢者層への教育の提供を今後ますます拡大 していくものと思われる。
社会の構成員である高齢者に学習機会を与えるということは今日,ア メリカにおいては,教
育機関の社会的役割の遂行と考えられている。実際高等教育機関が高齢者の教育に深 く関わる
ことは,高齢者,若 者,教 育機関のそれぞれ及びそれらが構成する社会に大きな利益をもたら
すこととなる。また高齢者は高等教育機関において自らの目的を達するだけでなく,若い学生
・教師及び高等教育機関そのものに利益を与え,総てが相互に影響 を受け合 っているのである。
高等教育機関における高齢者教育の今後の発展が期待される所以も,この相互利益に存すると
いえる。
5.課 題及 び展望
国際連合の高齢者問題国際行動計画は次のような勧告を発 している。「基本的人権として高
齢者 も差別されることなく,教育を受けられるようにすべ きである。教育政策は,資源の適正
な配分と適切な教育プログラムのなかで,高 齢者も権利 を有するという原則を映 した ものでな
ければならない。高齢者があらゆる教育に平等に参加 し,またその恩恵を受けるようにするた
め,教育方法を高齢者の能力に応 じたものにするよう考慮 しなければならない。一貫 した成人
教育の必要性 をあらゆるレベルで認識 し,強調すべ きである。高齢者の大学教育についても考
　の
慮すべきである。」
高等教育機関の高齢者に対する学習機会の提供は急速な発展を遂げて きた。 しか し,まだそ
の歴史は短く,勧告にみられる 「高齢者も教育を受ける権利を有する」ことはやっと一般に認
識され始めた段階であ り,「高齢者があらゆる教育に平等に参加する」ことができるほどには
十分な機会は与えられていない。「教育方法」に関する科学的研究 もその緒に就いたばか りで
あ り,研究の進歩 とその成果が待たれている。多 くの課題をかかえている中で具体的に今,問
題となっているものの第一は,ニ ーズの調査及びプログラムの内容の検討である。ハイムス ト
ラ(RogerHiemstra)及び彼に続 く研究者による高齢者の教育ニーズ調査によれば,高齢者
ヨの
は表現型活動に比 して手段型活動を格段に望んでいるという結果が出ている。 しかし,すでに
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CCOLsやエルダーホステルプログラムに関 してみてきたように,実際提供されているプログ
ラムにおいては,表現型活動が大多数を占めるのが現状である。また,一般に職業に関するニ
ーズの高まりが認められているが,職業に関連 したプログラムの提供も不足 している。
第二が数の増加への対処である。高齢者の数の増加に伴って高齢学習希望者 も増加 している。
高齢者授業料減免正規課程授業参加プログラムにおいては名字のアルファベ ットを限定 して受
け付けを行 うなどの制限を加える必要が生 じてお り,エルダーホステルプログラムにおいては
希望の授業が応募者多数の為受けられないという現象が起 きている。学習希望者が数多 くいる
という現実から,機会の拡大は急務であるといえる。さらに,学習機会の拡大を進める為に,
高齢学習者に対する理解と認識の深 まりが要求される。
第三が個人差への対処である。今 まで高齢者はただ一つの群 としてのみ認識されてきた。 し
かし60歳代 ・70歳代 ・80歳代から100歳以上に致るまで年代による格差は大きく,さらに個人
レベルでは知的能力 ・体力 ・経済的能力 とあらゆる面での異なりが大きい。個人差に対する考
慮 を最 も必要 とするのが高齢者であるといえる。経済的能力の格差に対する援助,年 齢 ・体力
に応 じた細分されたクラス編成,若 年時に学習機会に恵 まれなかった高齢者への対処等 きめ細
かい配慮が必要とされる。ト
このように多 くの課題を抱 えながらも現在アメリカでは,積極的かつ意欲的に高齢者教育に
関する研究が進められている。高齢者教育が生成から成熟へ とすでにその期を移 しつつあるア
メリカにおいては,これらの課題の早期の解決は可能であると考えられる。
高齢化社会にあって,高 齢者の教育に関する高等教育機関の責務は大きい。アメリカにおい
ては,生涯教育理念の浸透,社 会の高齢者に対或為理解 と認識の深まり,成人教育を取 り扱う
へ
継続教育学部の存在,さ らに全米退職連盟の活動に代表されれる高齢者自身の積極的な活動が
みられる。これらが相俟って,今 後高等教育機関の高齢者に対する教育の提供は拡充発展 して
いくものと期待される。
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